
瀧
尾
神
社 

御
献
灯
の
お
誘
い 

 

瀧
尾
神
社
で
は
、
御
献
灯
の
お
誘
い
を
令
和
六
年
四
月
一
日
よ
り
同
年
十
一
月
三
〇
日
の
間
で
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
灯
台
に
限
り
（
拝
殿
周
り
は
限
定
数
）
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
先
約
順
に
て
受
付
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

御
献
灯
を
お
申
込
み
希
望
さ
れ
ま
す
方
は
左
記
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
て
事
務
局
の
フ
ァ
ッ
ク

ス
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

今
回
の
お
誘
い
は
限
定
一
〇
〇
名
様
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

次
回
の
お
誘
い
は
期
次
辰
年
（
令
和
十
八
年
二
月
一
日
募
集
）
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

献
灯
料
は
申
し
込
み
を
頂
き
ま
し
た
後
、
一
週
間
以
内
に
事
務
局
よ
り
ご
希
望
の
通
知
方
法
に
て
瀧
尾
神

社
事
務
局
の
口
座
番
号
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
申
込
み
さ
れ
た
名
義
で
お
振
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。 

献
灯
期
間
は
満
一
年
間
と
し
て
、
毎
年
更
新
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

献
灯
料 

提
灯
の
初
回
製
作
費
・
初
年
度
管
理
費
込 

金
壱
萬
八
千
円
也 

更
新
料 

一
年
毎
に
金
壱
萬
弐
千
円
也 

ご
献
灯
い
た
だ
け
ま
し
た
灯
主
様
に
は
、
江
戸
時
代
の
彫
刻
家 

九
山
新
太
郎
作
の
木
彫
り
の
龍
を
拝
殿

に
昇
殿
し
て
い
た
だ
き
特
別
拝
観
（
通
常
十
二
年
に
一
度
の
み
特
別
拝
観
し
て
お
り
ま
す
）
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
お
宮
参
り
・
七
五
三
・
起
工
式
・
地
鎮
祭
・
上
棟
式
・
竣
工
式
な
ど
各
神
事
を
御
要
望
に
よ
り
催
行

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
献
灯
の
感
謝
の
気
持
ち
こ
め
て
、
灯
主
様
の
願
い
事
が
満
願
成
就
さ
れ
ま
す
こ

と
を
当
宮
、
佐
々
貴
宮
司
が
瀧
尾
の
大
神
様
に
ご
祈
祷
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

辰
年
の
こ
の
機
会
に
、
益
々
の
弥
栄
、
ま
た
転
機
に
と
お
考
え
に
な
ら
れ
ま
す
方
へ
の
お
誘
い
で
す
。 
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瀧
尾
神
社 

瀧
尾
神
社
は
大
丸
の
創
業
者
、
下
村
家
と
の
縁
が
あ
る
と
し
て
有
名
な
神
社
で
す
。 

現
在
、
京
都
駅
か
ら
一
駅
、
東
福
寺
駅
か
ら
徒
歩
三
分
と
い
う
好
立
地
に
ご
ざ
い
ま
す
。 

商
売
繁
盛
は
元
よ
り
、
仕
事
運
の
向
上
、
家
内
安
全
の
ご
利
益
を
頂
け
る
あ
り
が
た
い
神
社
と
し

て
崇
敬
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
境
内
に
は
大
山
祇
命
、
三
島
神
社
、
愛
宕
神
社
、
大
丸
繁
栄

稲
荷
、
金
毘
羅
宮
の
祈
願
所
も
ご
ざ
い
ま
す
。 

京
都
市
よ
り
昭
和
五
十
九
年
、
境
内
の
建
築
は
京
都
市
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
由
緒
、

歴
史
の
あ
る
神
社
で
す
。 

境
内
に
は
、
日
本
一
の
龍
の
木
製
の
彫
刻
が
あ
り
ま
す
。
龍
は
昇
龍
と
し
て
縁
起
が
よ
い
生
き
物
と

さ
れ
、
今
日
も
様
々
な
絵
画
や
置
物
に
用
い
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

当
宮
の
正
門
の
朱
鳥
居
を
く
ぐ
って
い
た
だ
き
ま
す
と
、
正
面
に
拝
殿
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

そ
の
天
井
に
は
見
事
な
木
彫
り
の
龍
が
今
に
も
動
き
そ
う
な
様
相
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
木
彫
り
の

龍
は
江
戸
時
代
の
彫
刻
家
九
山
新
太
郎
の
作
で
あ
り
、
全
長
八
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
は
日
本
一
と

な
り
ま
す
。
日
本
全
国
に
は
約
八
万
一
千
ケ
社
の
数
の
神
社
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
内
、
京
都
に
は

約
一
千
七
百
社
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
中
で
も
、
「仕
事
運
向
上
」
と
い
う
と
こ
ろ
は
全
国
で
も
瀧
尾
神
社
で
だ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

京
都
に
お
越
し
に
な
れ
ま
し
た
際
に
は
、
瀧
尾
の
大
神
様
の
運
気
向
上
の
ご
利
益
を
受
け
お
帰
り

下
さ
い 



申
込
書 

 

一
～
三
を
ご
記
入
の
上
、
献
灯
受
付
専
用
フ
ァ
ッ
ク
ス
〇
七
五―

五
二
五―

五
七
〇
〇

ま
で
送
信
又
は
メ
ー
ル
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
時
金
伍
千
円
也
の
お

振
込
み
先
は
申
込
書
を
頂
き
一
週
間
以
内
に
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

残
代
金
は
、
提
灯
完
成
献
灯
時(

完
成
献
灯
迄
は
、
申
込
完
了
後
、
約
一
ケ
月
ほ
ど

お
時
間
を
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す)

に
お
振
込
み
に
て
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。 

一
、
お
名
前
又
は
法
人
名 

二
、
電
話
番
号 
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三
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
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又
は
「e-m

ail

」（
横
書
き
に
し
て
下
さ
い
） 
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社
名
ロ
ゴ
マ
ー
ク
・指
定
の
書
体
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
デ
ー
タ
ー
で
の
送
信
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

※
社
名
・
ロ
ゴ
な
ど
を
ご
指
定
書
体
の
場
合PDF

ま
た
はJPG

で
の
入
稿
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

指
定
さ
れ
る
場
合
は
、
版
代
が
八
〇
〇
〇
円
（消
費
税
別
）必
要
。
納
期
も
通
常
よ
り
遅
れ
ま
す
。 

申
込
書
及
び
デ
ー
タ
ー
入
稿
先 

 v1
2@aol.jp

 

ま
で
お
願
い
し
ま
す 

mailto:v12@aol.jp

